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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

　①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　　　有 （添付資料５ページ参照）

貸倒引当金につきましては、６月末時点の自己査定に基づく債務者区分残高に前連結会計年度で使用した

貸倒実績率等を適用して算出しております。

　②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　　　有 （添付資料５ページ参照）

当第1四半期から「固定資産の減損に係る会計基準の設定に係る意見書」及び「固定資産の減損に係る会計

基準の適用指針」を適用しております。

　③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　　　無

 

２．平成１８年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日～平成１７年６月３０日）

(１)経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

円 銭 円 銭

      ―       ―　

      ―       ―　  

１０       ―       ―　

（注）経常収益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期（前期）増減率を示す。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

　当行は、現在、平成16年４月から平成１９年３月までの３年間を計画期間とする「新世紀　第二次中期経営計画」

（Ｒ-ＰＬＡＮ）を推進しております。Ｒ-ＰＬＡＮでは「収益力の強化」を計画の中心におき、それを実現する経営戦略

として「伝統的コアビジネスの収益性向上」と「顧客ニーズに即応した手数料ビジネスの拡大」を掲げております。

　当第１四半期の経営成績は、低金利の継続などにより資金運用収支が減少したものの、役務収益面で投資信託

販売手数料などが増収となり順調に推移しました。なお、当期も貸出資産の健全化への取組みを継続し、お取引

先企業の経営改善支援を行う一方、オフバランス化の促進や十分な引当金の確保に努めました。

　また、当第１四半期から固定資産の減損会計基準を適用し、遊休資産などを中心に１０億円の減損損失を計上し

ました。

　これらの結果、当第１四半期の連結業績は、経常収益、経常利益はそれぞれ前年同期とほぼ同額の３５,６９８百

万円、９,０３１百万円となりました。また、四半期純利益は前年同期比５８６百万円減少し４,９４４百万円となりました。
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（２）財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円 銭

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

　当第１四半期末の総資産は、前期末比５７１億円増加し５兆８,７９３億円、負債の部は前期末比５１８億円増加し

５兆５,５５１億円、資本の部は前期末比５１億円増加し３,２１３億円となりました。なお、主要勘定の残高は、貸出金

は個人貸出が増加したことなどから前期末比１１０億円増加し３兆６,１４４億円、有価証券は前期末比２７５億円増

加し１兆９,０６７億円、預金は前期末比１,２２９億円増加し５兆２,６６５億円となりました。

３．１８年３月期の連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期）　 　２９円１銭

※１８年３月期の中間期及び通期の業績予想につきましては、平成１７年５月２０日発表の数値から変更ありません。

なお、上記の予想は、現時点で入手可能な情報を前提としております。実際の業績は、今後の様々な要因により

大きく異なる可能性があります。

当 期 純 利 益

６２７

経 常 利 益

中間期

通   期

　　百万円

　　６９，５００

経 常 収 益

　１３８，０００

　　百万円

　１１，１００

２５，１００

　６，２００

１４，４００

　　百万円

２６６３７

６２

８１

６４７

５，８７９，００２ 　３１６，９０３ ５．４

１ 株 当 た り

株 主 資 本

１８年３月期第１四半期

総 資 産 株 主 資 本

５，８７９，３０４ ５．５

５，８２２，１７５

株主資本比率

１７年３月期第１四半期

　３２１，３９３

（参考）１７年３月期 ５．４　３１６，２７１
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株式会社群馬銀行

［添付資料］

１.比較四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期（Ａ） 前年同四半期（Ｂ） （参考）

（資 産 の 部）

現金預け金 109,423 241,032 △131,608 128,728 △19,304

コールローン 75,486 81,336 △5,849 47,251 28,235

買入金銭債権 18,093 20,501 △2,407 17,383 709

商品有価証券 1,831 1,346 484 1,718 112

金銭の信託 23,628 19,497 4,130 22,602 1,025

有価証券 1,906,724 1,798,064 108,659 1,879,200 27,524

貸出金 3,614,479 3,616,786 △2,306 3,603,397 11,082

外国為替 4,004 2,817 1,187 3,225 779

その他資産 71,701 61,351 10,350 58,436 13,264

動産不動産 122,281 122,394 △113 124,144 △1,863

繰延税金資産 13,411 28,125 △14,714 18,147 △4,735

支払承諾見返 37,136 43,671 △6,535 38,567 △1,430
貸倒引当金 △118,898 △156,683 37,785 △120,629 1,730
投資損失引当金 － △1,239 1,239 － －

資 産 の 部 合 計 5,879,304 5,879,002 302 5,822,175 57,128

（負 債 の 部）

預金 5,266,567 5,238,811 27,755 5,143,641 122,926
譲渡性預金 62,890 63,170 △280 60,380 2,510
コールマネー及び売渡手形 42,459 44,061 △1,601 102,822 △60,362
債券貸借取引受入担保金 47,603 43,921 3,681 59,331 △11,727
借用金 41,922 50,778 △8,855 52,117 △10,194
外国為替 735 610 125 351 384
社債 － 21,686 △21,686 － －

その他負債 42,541 39,709 2,831 32,599 9,941
退職給付引当金 1,884 1,623 261 1,917 △32
再評価に係る繰延税金負債 11,416 11,624 △207 11,628 △212
支払承諾 37,136 43,671 △6,535 38,567 △1,430
負 債 の 部 合 計 5,555,157 5,559,668 △4,510 5,503,357 51,800

（少 数 株 主 持 分）

少数株主持分 2,753 2,430 323 2,546 206
（資 本 の 部）

資本金 48,652 48,652 － 48,652 －

資本剰余金 29,115 29,114 0 29,115 0

利益剰余金 178,137 180,346 △2,209 174,133 4,003

土地再評価差額金 16,912 17,220 △307 17,227 △314
その他有価証券評価差額金 53,756 46,506 7,250 52,377 1,379

為替換算調整勘定 △469 △508 39 △541 71

自己株式 △4,711 △4,428 △282 △4,692 △18

資 本 の 部 合 計 321,393 316,903 4,489 316,271 5,121

5,879,304 5,879,002 302 5,822,175 57,128

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

負債、少数株主持分及び
資本の部合計

科　　　目
比較 比較

（平成18年3月期
第１四半期末）

（平成17年3月期
第１四半期末） （Ａ）－（Ｂ） （Ａ）－（Ｃ）

平成17年3月期末

（Ｃ）
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株式会社群馬銀行

２.比較四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

当第１四半期（Ａ） 前年同四半期（Ｂ） （参考）

35,698 35,688 9 141,034

24,143 24,039 104 93,994

（うち貸出金利息） 16,417 ） 17,187 ） △ 770 ） 68,050 ）

（うち有価証券利息配当金） 6,979 ） 6,478 ） 501 ） 23,895 ）

― ― ― 0

3,988 3,550 438 15,363

6,292 5,903 389 23,767

1,273 2,195 △ 921 7,909

26,666 26,661 5 131,101

2,561 1,509 1,051 7,466

（うち預金利息） 1,072 ） 519 ） 552 ） 2,489 ）

1,125 1,049 76 4,554

6,116 5,364 752 23,014

14,621 14,502 119 53,462

2,241 4,235 △ 1,994 42,603

9,031 9,027 4 9,933

912 57 854 229

1,178 25 1,153 185

8,765 9,059 △ 294 9,976

22 5,081 △ 5,059 161

3,592 △ 1,674 5,266 4,347

206 120 85 240

4,944 5,531 △ 586 5,227

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

平成17年3月期
科　　　目

その他経常収益

経常費用

比較

（平成18年3月期
第１四半期）

（平成17年3月期
第１四半期） （Ａ）－（Ｂ）

その他業務費用

経常利益

特別損失

少数株主利益

営業経費

その他経常費用

特別利益

法人税、住民税及び事業税

四半期(当期)純利益

税金等調整前四半期
(当期)純利益

経常収益

資金運用収益

資金調達費用

役務取引等費用

信託報酬 

役務取引等収益

その他業務収益

法人税等調整額

（

（

（（

（

（（

（

（

（

（

（
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株式会社群馬銀行

３.比較四半期連結剰余金計算書

（単位：百万円）

当第１四半期（Ａ） 前年同四半期（Ｂ） （参考）

（資本剰余金の部）

資本剰余金期首残高 29,115 29,114 0 29,114

資本剰余金増加高 0 0 0 0

自己株式処分差益 0 0 0 0

資本剰余金四半期末(期末)残高 29,115 29,114 0 29,115

（利益剰余金の部）

利益剰余金期首残高 174,133 176,068 △ 1,935 176,068

利益剰余金増加高 5,258 5,540 △ 281 5,230

四半期(当期)純利益 4,944 5,531 △ 586 5,227

314 9 305 2

利益剰余金減少高 1,254 1,262 △ 7 7,165

配当金 1,254 1,262 △ 7 2,524

自己株式消却額 ― ― ― 4,641

利益剰余金四半期末(期末)残高 178,137 180,346 △ 2,209 174,133

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

４.四半期財務情報作成のための基本となる事項

　当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下（１）のとおり投資者等の利害関

係者の判断を大きく誤らせない範囲で一定の簡便な手続きを採用して四半期財務情報を作成しており

ます。

　また、当第1四半期から、以下（２）のとおり会計処理の方法の変更を行っております。

（1）会計処理の方法における簡便な方法

【貸倒引当金の計上基準】

　貸倒引当金につきましては、６月末時点の自己査定に基づく債務者区分残高に前連結会計

年度で使用した貸倒実績率等を適用して算出しております。

（2）当連結会計年度からの会計処理の方法の変更

【固定資産の減損に係る会計基準】

　当第１四半期から、固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の設

定に係る意見書」（企業会計審議会平成１４年８月９日））及び「固定資産の減損に係る会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第６号平成１５年１０月３１日）を適用しております。これに

より税金等調整前四半期純利益は１，０５０百万円減少しております。

　なお、銀行業においては、「銀行法施行規則」（昭和５７年大蔵省令第１０号）に基づき減価償

却累計額を直接控除により表示しているため、減損損失累計額につきましては、各資産の金額

から直接控除しております。

土地再評価差額金取崩による
剰余金増加高

平成17年3月期
科　　　目

比較

（平成18年3月期
第１四半期）

（平成17年3月期
第１四半期） （Ａ）－（Ｂ）
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株式会社群馬銀行

５.事業の種類別セグメント情報

当第1四半期（自　平成17年4月1日　　至　平成17年6月30日）

（単位：百万円）

銀行業務 リース業務 その他業務 計 消去又は全社 連結

経常収益

（1）外部顧客に 29,629 6,053 15 35,698 ― 35,698
　　対する経常収益

（2）セグメント間の 144 330 584 1,060 (1,060) ―
　　内部経常収益

29,773 6,383 600 36,758 (1,060) 35,698
経常費用 21,385 5,758 574 27,718 (1,051) 26,666
経常利益 8,388 625 26 9,039 (8) 9,031
（注）１　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２　業務区分は連結会社の業務の内容により区分しております。

　　　３　一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。

前第1四半期（自　平成16年4月1日　　至　平成16年6月30日）

（単位：百万円）

銀行業務 リース業務 その他業務 計 消去又は全社 連結

経常収益

（1）外部顧客に 30,012 5,658 17 35,688 ― 35,688
　　対する経常収益

（2）セグメント間の 143 207 620 972 (972) ―
　　内部経常収益

30,156 5,866 638 36,661 (972) 35,688
経常費用 21,467 5,561 604 27,633 (972) 26,661
経常利益 8,689 304 33 9,027 （0） 9,027
（注）１　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２　業務区分は連結会社の業務の内容により区分しております。

　　　３　一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。

（参考）
平成17年3月期（自　平成16年4月1日　　至　平成17年3月31日）

（単位：百万円）

銀行業務 リース業務 その他業務 計 消去又は全社 連結

経常収益

（1）外部顧客に 118,423 22,550 61 141,034 ― 141,034
　　対する経常収益

（2）セグメント間の 579 1,421 2,367 4,368 (4,368) ―
　　内部経常収益

119,002 23,971 2,429 145,403 (4,368) 141,034
経常費用 109,779 23,307 2,380 135,468 (4,366) 131,101
経常利益 9,222 663 48 9,935 (2) 9,933
（注）１　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２　業務区分は連結会社の業務の内容により区分しております。

　　　３　一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。

計

計

計
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株式会社群馬銀行

平成１８年３月期第１四半期決算について

　当行の平成18年３月期第１四半期（平成17年４月１日から平成17年6月30日）における四半期決算

について、お知らせいたします。

１．第１四半期の損益状況（単体）

（単位：億円）

１８年３月期
第１四半期

１８年３月中間期
業績予想

（参考）１７年３月
中間期実績

（３ヵ月間） 前年同期比 （６ヵ月間） （６ヵ月間）

業務粗利益 ① 243 △ 9 496 

資金利益 216 △ 9 442 

役務取引等利益 28 3 52 

その他業務利益 △ 2 △ 4 1 

うち国債等債券関係損益 ② △ 3 △ 3 △ 2 

経費（△） ③ 144 △ 0 279 

人件費 73 △ 1 147 

物件費 59 1 115 

税金 11 △ 0 16 

一般貸倒引当金繰入額（△） ④ 15 22 △ 63 

業務純益（①-③-④） 83 △ 31 280 

※コア業務純益（（①-②）-③） 102 △ 5 205 219 

臨時損益等 0 27 △ 233 

うち不良債権処理額（△） ⑤ 2 △ 38 272 

※与信費用（④+⑤） 17 △ 16 209 

うち株式等関係損益 △ 1 △ 10 38 

経常利益 83 △ 4 105 47 

特別損益 △ 2 △ 2 0 

うち減損損失（固定資産）（△） 10 10 － 

税引前四半期(中間)純利益 80 △ 7 47 

法人税、住民税及び事業税 0 △ 50 10 

法人税等調整額 33 50 7 

四半期（中間）純利益 47 △ 7 60 30 
（注）１．金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。
　　　２．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、国債等債券関係損益除きの業務純益です。

※中間期及び通期の業績予想につきましては、概ね計画どおり推移しておりますので、
　平成17年5月20日発表の業績予想を変更しておりません。

　　■第１四半期のコア業務純益は、順調に推移し１０２億円となり、中間期予想（６ヵ月間）のほぼ半分
　　 　の水準となりました。
　　■与信費用（一般貸倒引当金繰入額+不良債権処理額）については、６月末自己査定に基づき
　　 　１７億円を計上いたしました。
　　■特別損益は、退職給付制度の一部終了に伴う利益８億円を計上する一方、固定資産の減損損失
　　　１０億円を計上しました。
　　■これらの結果、当第１四半期純利益は、４７億円となりました。
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２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体）

（単位：億円）

17年3月末比 16年6月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 965 △ 3 △ 96 969 1,062 
危険債権 798 △ 133 △ 798 932 1,596 
要管理債権 583 37 △ 385 546 968 
小計（金融再生法開示債権） 2,346 △ 100 △ 1,279 2,446 3,626 
正常債権 34,716 203 1,237 34,512 33,478 
合計 37,061 102 △ 42 36,959 37,103 
（注）本表の記載金額は、億円未満を四捨五入して表示しております。

総与信に占める割合（％） 6.32 △ 0.29 △ 3.45 6.61 9.77 

　上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する
各債権のカテゴリーにより分類しております。
　また、同計数は平成16年6月末、平成17年3月末及び平成17年6月末を基準日として当行の定め
る自己査定基準に基づき算出しております。
　なお、当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に実施した場合の計数は次のとおりであ
ります。

【仮に部分直接償却を実施した場合】 （単位：億円）

17年3月末比 16年6月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 364 △ 30 △ 31 394 395 
危険債権 798 △ 133 △ 798 932 1,596 
要管理債権 583 37 △ 385 546 968 
小計（金融再生法開示債権） 1,744 △ 126 △ 1,214 1,871 2,959 
正常債権 34,716 203 1,237 34,512 33,478 
合計 36,460 76 23 36,383 36,437 
（注）本表の記載金額は、億円未満を四捨五入して表示しております。

総与信に占める割合（％） 4.78 △ 0.36 △ 3.34 5.14 8.12 

※債務者区分との関係

破産更生債権及びこれらに準ずる債権　（「実質破綻先」、「破綻先」の債権）
危険債権　（「破綻懸念先」の債権）
要管理債権　（「要注意先」のうち、３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権）

３．連結自己資本比率

17年9月末
（予想値）

17年3月末
（実績値）

連結自己資本比率 11.5％程度 11.45％ 
連結ＴｉｅｒⅠ比率 8.0％程度 7.73％ 

17年6月末 16年6月末17年3月末

17年6月末 16年6月末17年3月末

　
　　■金融再生法ベースのカテゴリーによる開示債権は、前期末比１００億円減少し２,３４６億円
　　 　となりました。
　　■総与信に占める比率については、前期末比０．２９％低下し６．３２％となりました。

　　■平成１８年３月中間期の連結自己資本比率は１１．５％程度を予想しております。
　　 　また、連結TierⅠ比率は８．０％程度を予想しております。
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４．時価のある有価証券の評価差額（単体）

（単位：億円）

17年6月末 17年3月末 16年6月末

17年3月
末比

16年6月
末比

その他有価証券 17,651 900 23 121 949 49 17,654 877 935 58 17,052 778 908 129
株式 1,823 617 △ 33 △ 74 655 37 1,847 650 679 29 1,871 692 722 29
債券 13,310 265 35 162 267 2 13,425 230 237 7 12,711 102 172 70
その他 2,517 17 21 33 26 9 2,380 △ 3 18 21 2,469 △ 15 13 29

（注）1.上記の「評価差額」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価（貸借対照表計上額）との
　　　　差額を計上しております。
　　　2.「その他有価証券」に係る評価差額金は537億円であります。
　　　3.満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：億円）
17年6月末 17年3月末 16年6月末

17年3月
末比

16年6月
末比

1,104 45 11 16 45 － 836 33 33 － 634 29 29 －

５．デリバティブ取引（単体）

（1）金利関連取引
（単位：億円）

17年6月末 17年3月末 16年6月末

17年3月
末比

16年6月
末比

取
引
所
金利先物 12 △ 0 △ 0 △ 0 △ 0 － － － － － －

店
頭 金利スワップ 1 △ 0 △ 0 △ 0 0 1 △ 0 △ 0 2 △ 0 △ 0

（注）1.上記取引については時価評価を行い、評価損益を損益計算書に計上しております。
　　　2.ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引等は、上記記載から除いております。

（2）通貨関連取引
（単位：億円）

17年6月末 17年3月末 16年6月末

17年3月
末比

16年6月
末比

通貨スワップ 91 0 0 0 0 69 0 0 56 0 0
為替予約 252 0 0 0 0 138 0 0 86 △ 0 △ 0
通貨オプション 998 － △ 0 △ 0 △ 0 692 － 0 350 － 0

（注）1.上記取引については時価評価を行い、評価損益を損益計算書に計上しております。
　　　2.ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引等は、上記記載から除いております。

（3）債券関連取引
（単位：億円）

17年6月末 17年3月末 16年6月末

17年3月
末比

16年6月
末比

取
引
所
債券先物 4 △ 0 △ 0 △ 0 0 － － － 2 △ 0 △ 0

（注）上記取引については時価評価を行い、評価損益を損益計算書に計上しております。

（4）株式関連取引、商品関連取引、その他 該当事項はありません。

満期保有目的の債券

店
頭

区
分

種類

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損時価
評価
差額

帳簿
価額

時価
評価
差額

時価
評価
差額

帳簿
価額

含み
損益 うち益 うち損

含み
損益 うち益 うち損

帳簿
価額

含み
損益 うち益 うち損

区
分

種類
契約額 時価

評価
損益

契約額 時価
評価
損益

契約額 時価
評価
損益

時価契約額 時価
評価
損益

契約額

評価
損益

契約額

時価
評価
損益

契約額

時価
評価
損益

評価
損益

区
分

種類
契約額 時価

評価
損益

契約額 時価

　
　　■１７年６月末のその他有価証券の評価差額は、前期末比２３億円増加し+９００億円と高水準となりました。
　　 　また、満期保有目的の債券の含み損益も、前期末比１１億円増加し+４５億円となりました。

　
     ■デリバティブ取引については、取引先の要望に応えるために取組むものなどが中心で投機性の高い
　　 　取引は行っておりません。また、デリバティブの評価損益は僅かであります。
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６．貸出金（単体）

（単位：億円）

17年3月末比 16年6月末比

貸出金 36,612 102 13 36,510 36,598 

うち中小企業等貸出 26,179 △ 210 64 26,389 26,115 

うち中小企業向け貸出 15,502 △ 251 △ 202 15,754 15,705 

うち個人向け貸出 10,676 40 266 10,635 10,409 

７．預金（単体）

（単位：億円）

17年3月末比 16年6月末比

預金 52,696 1,215 274 51,480 52,422 

うち個人 38,534 521 201 38,012 38,333 

うち法人 10,544 273 △ 92 10,271 10,637 

※上記1～7に記載した平成18年3月期第１四半期の数値は、監査法人による監査を受けておりません。

以　上

17年6月末 16年6月末17年3月末

17年6月末 16年6月末17年3月末

　
     ■貸出金は、個人貸出が増加したことなどから、前期末比１０２億円増加し３兆６,６１２億円となりました。
　　 　また、前年同期末比でも１３億円の増加となりました。

　
     ■預金は個人預金を中心に前期末比１,２１５億円増加して５兆２,６９６億円となりました。
　　 　また、前年同期末比でも２７４億円の増加となりました。
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